
県
内
で
は
埼
玉
学
習
セ
ン

タ
ー
秩
父
校
・
放
送
大
学
三

郷
校
に
つ
い
で
三
つ
め
と
な

る
再
視
聴
施
設
が
和
光
市
に

開
設
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
和
光
市
の
生
涯

学
習
活
動
の
拠
点
整
備
の
一

環
と
し
て
、
身
近
に
大
学
教

育
を
受
け
る
機
会
を
市
民
に

提
供
し
様
々
な
生
涯
学
習
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
て
い
こ
う
と
す

る
も
の
で
、
平
成
24
年
4
月

の
開
設
に
向
け
て
協
議
を
行
っ

て
い
る
。

開
設
予
定
施
設
は
、
和
光

図
書
館
内
（
和
光
市
本
町
31

の
1
、
和
光
市
駅
南
口
か
ら

徒
歩
8
分
）
で
再
視
聴
ブ
ー

ス
５
台
を
設
け
、
50
科
目
程

度
の
視
聴
教
材
を
配
架
し
ス

タ
ー
ト
す
る
予
定
。
開
催
イ

ベ
ン
ト
等
に
つ
い
て
は
、
和

光
市
と
協
議
中
。

平
成
24
年
2
月
19
日
（
日
）

14
時
00
分
～

場
所

秩
父
市
歴
史
文
化
伝

承
館
研
修
室

講
師

菅
野
峰
明

放
送
大

学
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長

演
題
「
埼
玉
県
の
都
市
化
と

地
域
の
変
貌
」

東
京
都
の
北
に
隣
接
す
る

埼
玉
県
は
、
１
９
５
０
年
代

後
半
か
ら
東
京
の
成
長
に
伴

い
人
口
を
増
加
さ
せ
、
都
市

化
を
進
展
さ
せ
て
き
た
。
東

京
近
郊
の
水
田
や
畑
は
住
宅

や
工
場
に
変
わ
り
、
丘
陵
地

も
削
ら
れ
て
、
郊
外
に
は
戸

建
て
の
住
宅
が
立
ち
並
ぶ
よ

う
に
な
っ
た
。
都
市
化
は
地

域
を
ど
の
よ
う
に
変
貌
さ
せ
、

ど
ん
な
問
題
を
生
じ
さ
せ
た

か
を
探
る
。

○
平
成
24
年
3
月
17
日
（
土
）

14
時
00
分
～

講
師

河
野
和
義

岩
手
県
陸
前
高
田
市

㈱
八
木
澤
商
店
会
長

演
題

「
ふ
る
さ
と
は
負
け
な
い
」

河
野
和
義
氏
は
岩
手
県
陸

前
高
田
市
で
二
百
年
以
上
も

続
く
醤
油
醸
造
業
の
老
舗

「
八
木
澤
商
店
」
の
会
長
。

地
元
の
食
を
調
べ
て
「
食

の
地
元
学
」
と
し
て
ま
と
め
、

「
食
育
運
動
」
の
必
要
性
を

説
き
、
地
域
お
こ
し
の
た
め

に
「
三
陸
気
仙
サ
イ
ク
ル
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
」
や
「
全
国
太
鼓

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催

し
て
地
域
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
昨
年
、
3

月
11
日
の
大
津
波
で
工
場
も

店
舗
も
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
ふ
る
さ
と
に
対
す

る
熱
情
は
強
く
、
ふ
る
さ
と

復
興
に
つ
い
て
話
を
し
ま
す
。

○
平
成
24
年
４
月
8
日
（
日
）

14
時
00
分
～

講
師

高
橋
和
夫

放
送
大
学
教
授

・
演
題

「
未
定
」

下
記
の
日
程
で
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
（
個
別
相
談
を
含
む
）

を
実
施
し
ま
す
。

（
在
学
生
も
参
加
で
き
ま
す
。
）

開
催
日

平
成
24
年
2
月
5
日

（
日
）
、
2
月
18
日
（
土
）

時
間

い
ず
れ
も
14
時
～

場
所

9
階
第
1
講
義
室

内
容

大
学
紹
介
ビ
デ
オ
放
映
、

大
学
の
概
要
説
明
、
履
修
案
内
、

卒
業
生
の
体
験
談
、
施
設
見
学
・

個
別
相
談
な
ど

「
認
定
心
理
士
」
及
び
「
臨
床

心
理
士
」
の
最
近
の
動
向
や
心

理
学
を
生
か
し
た
仕
事
と
し
て

現
在
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

か
な
ど
、
放
送
大
学
の
資
格
取

得
に
つ
い
て
も
具
体
的
に
説
明

を
し
ま
す
。

定
員
一
五
〇
名
（
要
予
約
）

日
時

2
月
18
日
10
時
30
分
～

場
所

8
階
講
堂

第
1
部
セ
ミ
ナ
ー
「
認
定
心
理

士
を
目
指
し
て
み
よ
う
」

講
師

森
津
太
子

放
送
大
学
准
教
授

第
2
部
セ
ミ
ナ
ー
「
臨
床
心

理
士
を
め
ざ
す
に
は
」

講
師

小
林
真
理
子

放
送
大
学
准
教
授

熊
谷
市
及
び
周
辺
地
域
に
お

住
ま
い
の
在
学
生
の
方
々
の
放

送
大
学
に
対
す
る
ご
意
見
を
お

伺
い
す
る
機
会
と
し
て
下
記
の

と
お
り
、
「
サ
ロ
ン
」
と
「
意

見
交
換
会
」
を
計
画
し
ま
し
た
。

日
時

平
成
24

年
2
月
12

日

（
日
）
13
時
30
分
～
16
時

場
所

サ
ン
ル
ー
ト
ガ
ー
デ
ン

パ
レ
ス
（
熊
谷
市
佐
谷
田
）

第
1
部
13
時
30
分
～
“
サ
ロ
ン

ま
つ
ざ
き
i
n
熊
谷
”

「
遺
伝
子
資
源
の
活
用
と

こ
れ
か
ら
の
食
べ
物
」

第
2
部
15
時
～
意
見
交
換
会
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放送大学

埼玉学習センター

埼玉CSC交流会
学生新聞

編集委員会

〒330-0853

さいたま市大宮区

錦町682-2

TEL048-650-2611

学
生
新
聞

年
頭
の
挨
拶

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長

菅
野
峰
明

昨
年
は
未
曾
有
の
災
害
と
言
わ
れ
た

東
日
本
大
震
災
が
起
こ
り
、
被
災
地
の

光
景
を
見
る
た
び
に
惨
憺
た
る
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。
被
災
地
で
は
復
興
に

向
け
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
復
興
へ
の
道
の
り
は
遠
い
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

昨
年
、
放
送
大
学
は
、
既
に
デ
ジ
タ

ル
化
し
て
い
た
関
東
圏
に
加
え
て
、
関

東
圏
以
外
で
も
十
月
か
ら
BS
デ
ジ
タ
ル

二
三
一
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送
で
放
送
授
業

の
視
聴
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
広
い

範
囲
で
鮮
明
な
画
像
の
授
業
を
受
け
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
二

十
四
年
度
か
ら
客
員
教
員
を
四
名
に
増

や
し
、
新
た
に
経
営
財
務
論
と
英
語
の

教
員
を
加
え
て
、
多
様
化
す
る
学
生
相

談
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
専

門
分
野
に
お
け
る
ミ
ニ
サ
ロ
ン
を
開
設

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
学
生
の
学
習
意
欲

の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
設

し
て
い
る
面
接
授
業
の
最
終
日
に
授
業

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の
中
で
当

学
習
セ
ン
タ
ー
に
て
開
講
希
望
の
面
接

授
業
科
目
を
挙
げ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
度
の
面
接
授
業
に
は
、

こ
れ
ら
の
学
生
の
要
望
を
取
り
入
れ
た

新
し
い
面
接
授
業
科
目
が
す
で
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

放
送
大
学
の
学
習
セ
ン
タ
ー
は
学
生

の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
す
か
ら
、
そ
こ
で
学

ぶ
学
生
に
良
い
学
習
環
境
を
提
供
す
る

の
は
管
理
者
の
務
め
で
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
学
習
環
境
の
整
備
に
は
管
理
者

だ
け
で
は
な
く
、
職
員
、
学
生
、
同
窓

会
の
協
力
も
必
要
で
あ
り
ま
す
。
皆
さ

ん
と
の
交
流
を
通
し
て
、
埼
玉
学
習
セ

ン
タ
ー
を
ま
す
ま
す
充
実
し
た
学
び
の

場
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

年
頭
挨
拶

C
S
C
交
流
会
代
表

今
福
佐
喜
男

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
皆

様
の
益
々
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
方
に
は
平
素
か
ら
、
放
送
大
学
埼

玉
C
S
C
交
流
会
の
諸
活
動
に
対
し
て
格

段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
東
日
本
大
震
災
と
い
う

未
曾
有
の
災
害
が
発
生
し
、
政
治
、
経
済

等
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
年
で
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
思
い
を
あ
ら

た
に
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

放
送
大
学
も
学
位
記
授
与
式
が
中
止
と

な
り
ま
し
た
。

被
災
者
に
対
し
、
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

所
属
の
学
生
団
体
、
学
生
、
埼
玉
同
窓
会

等
か
ら
多
く
の
義
捐
金
が
、
埼
玉
学
習
セ

ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
に
衷
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
月
二
十
一
日
か
ら
は
、
第
二
学
期
の

単
位
認
定
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
日
頃

の
成
果
を
発
揮
す
べ
く
各
自
の
頑
張
り
を

期
待
い
た
し
ま
す
。

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
に
は
、
約
三
千
八

百
名
の
学
生
が
在
籍
し
て
お
り
、
単
位
認

定
試
験
日
に
は
多
く
の
学
生
が
集
り
ま
す

が
、
そ
の
時
初
め
て
顔
を
合
わ
せ
る
学
生

も
多
い
は
ず
で
す
。

埼
玉
同
窓
会
に
は
約
千
名
の
会
員
が
参

加
さ
れ
て
い
ま
す
。

修
学
期
間
に
つ
い
て
は
学
則
に
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
学
校
の
特
質
上
目
的
に

よ
っ
て
各
自
が
自
由
に
設
定
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

二
十
数
年
か
け
て
教
養
学
部
一
コ
ー
ス

を
卒
業
さ
れ
た
学
生
も
い
ま
す
。

同
窓
会
員
、
学
生
に
は
多
く
の
博
学
多

彩
の
士
が
お
ら
れ
ま
す
。
一
芸
の
士
も
ま

た
し
か
り
で
す
。
学
習
セ
ン
タ
ー
に
は
十

五
の
学
生
団
体
が
あ
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
希
望
い
た
し
ま
す
。

新
規
に
団
体
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

本
年
も
ご
支
援
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

「
少
女
殺
人
未
遂

事
件
」笹

原
誠
二

朝
晩
の
寒
さ
が
身

に
し
み
る
12
月
７
日
、

埼
玉
県
三
郷
市
で
下

校
途
中
の
女
子
中
学

生
が
刃
物
で
刺
さ
れ

る
事
件
が
発
生
し
た
。
後
日
殺

人
未
遂
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
の

は
、
同
市
の
高
校
２
年
生
。
幼

い
こ
ろ
よ
り
刃
物
収
集
が
趣
味

で
、
自
宅
か
ら
殺
傷
能
力
の
高

い
ナ
イ
フ
や
包
丁
が
20
数
本
も

押
収
さ
れ
、
そ
の
多
く
は
父
親

に
買
っ
て
も
ら
っ
た
も
の
だ
と

い
う
。

彼
は
、
こ
の
事
件
を
起
こ
す

前
に
も
猫
を
殺
傷
し
、
そ
の
頭

を
学
校
に
持
ち
込
ん
で
大
問
題

と
な
っ
た
が
、
今
度
は
抵
抗
力

の
な
い
女
子
小
中
学
生
を
対
象

に
と
、
相
手
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト

し
た
可
能
性
が
あ
る
。
「
誰
で

も
い
い
か
ら
、
人
を
殺
し
て
み

た
か
っ
た
」
と
発
言
し
て
い
る

よ
う
だ
が
、
ま
さ
に
「
気
狂
い

に
刃
物
」
で
、
善
悪
の
判
断
も

で
き
な
い
人
間
が
刃
物
片
手
に

自
由
に
世
間
を
闊
歩
し
て
い
る

の
か
と
思
う
と
ぞ
っ
と
す
る
。

家
庭
内
で
は
も
ち
ろ
ん
、
学

校
で
も
社
会
で
も
周
り
の
人
が

し
っ
か
り
と
目
を
配
り
、
２
度

と
こ
の
よ
う
な
事
件
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
注
意
を
怠
っ
て
は
な

ら
な
い
。

こ
の
事
件
を
機
に
埼
玉
、
茨

城
、
千
葉
の
各
地
で
ナ
イ
フ
な

ど
に
よ
る
同
様
の
傷
害
・
脅
し

事
件
が
連
続
し
て
い
る
が
、
そ

れ
ら
の
中
の
一
部
に
は
既
発
の

事
件
の
模
倣
や
自
ら
の
被
害
妄

想
に
よ
り
、
類
似
し
た
、
人
騒

げ
な
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
ら
れ
る
の

は
大
変
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

学生手帳

埼
玉
県
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
郷
土
愛
意
識
向
上
を
促
す
と

と
も
に
自
覚
あ
る
個
人
充
実
の

一
助
と
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、

今
回
は
“
さ
い
た
ま
市
”
を
と

り
あ
げ
ま
す
。

さ
い
た
ま
市
（
以
下
『
市
』

と
記
載
し
ま
す
）
は
平
成
15
年

千
葉
市
に
次
い
で
13
番
目
の
政

令
指
定
都
市
に
な
り
ま
し
た
。

人
口
は
1176
千
人
を
擁
し
政
令
指

定
都
市
中
第
9
位
を
占
め
て
お

り
ま
す
。

『
市
』
は
、
P
R
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
し
て
、
「
つ
な
が
竜

ヌ
ゥ
」
を
定
め
、
広
報
用
に
使

用
し
て
お
り
ま
す
。
み
ぬ
ま
田

ん
ぼ
の
主
の
子
孫
と
か
、
〈
つ

な
が
竜
〉
は
、
『
市
』
の
魅
力

を
伝
え
人
々
の
繋
が
り
を
担
う

役
割
を
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
〈
ヌ
ウ
〉
は
飾
り
気
の

な
い
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
語
を
引

用
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

『
市
』
は
埼
玉
県
の
南
西
部

に
位
置
し
東
西
19.6
㎞
南
北
約
19.3

㎞
面
積

217.5
ha
の
ほ
ぼ
円
形
を
し

て
お
り
、
標
高
15
m
前
後
の
低

丘
陵
が
南
北
に
走
り
、
そ
の
上

に
鉄
道
・
道
路
を
敷
設
し
て
お

り
ま
す
。
気
候
は
平
均
気
温
15.4

℃
最
高
気
温
35.1
℃
最
低
気
温
マ

イ
ナ
ス
4.8
℃
で
比
較
的
穏
や
か

な
気
候
で
す
。

『
市
』
の
生
い
立
ち
は
、
平

成
13
年
浦
和
市
・
大
宮
市
・
与

野
市
の
3
市
が
合
併
「
市
」
が

成
立
、
前
述
政
令
指
定
都
市
の

指
定
の
後
、
平
成
17
年
岩
槻
市

を
編
入
し
現
在
に
い
た
っ
て
お

り
ま
す
。
行
政
区
は
10
区
、
西
・

北
・
大
宮
・
見
沼
・
中
央
・
桜
・

浦
和
・
南
・
緑
・
岩
槻
各
区
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

そ
の
詳
細
は
次
回
以
降
と
な
り

ま
す
。

徳
川
時
代
、
中
山
道
・
日
光

各
街
道
お
よ
び
宿
場
が
整
備
さ

れ
、
こ
れ
が
現
在
の
浦
和
市
・

大
宮
市
の
礎
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
河
川
が
南
北
に
流

れ
、
そ
れ
ら
の
道
路
・
河
川
が

当
時
の
人
・
物
の
往
来
を
盛
ん

に
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
、
現
在
の
鉄
道
・
道
路
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
。
（
河
川
交
通

は
道
路
・
鉄
道
に
移
行
し
ま
し

た
が
、
最
近
非
常
時
の
経
路
と

し
て
見
直
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
）

鉄
道
は
東
北
・
秋
田
等
新
幹

線
お
よ
び
東
北
本
線
等
JR
お
よ

び
東
武
野
田
線
等
が
あ
り
、
大

宮
駅
は
鉄
道
ハ
ブ
と
言
っ
て
も

宜
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
（
『
市
』
に
あ
る
駅
数

は
29
を
数
え
ま
す
）

道
路
は
東
北
自
動
車
道
・
国

道
・
バ
イ
パ
ス
等
主
要
道
路
お

よ
び
地
方
道
が
縦
横
に
走
っ
て

お
り
地
名
浦
和
・
大
宮
は
か
っ

て
の
宿
場
で
し
た
。

市
民
生
活
を
概
観
し
て
み
ま

す
と
一
人
当
た
り
所
得
は
約
3145

千
円
（
平
成
20
年
度
）
、
埼
玉

県
内
で
は
上
位
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
図
書
館
貸
出
冊
数
は
平

成
22
年
度
に
は
244
千
冊
あ
り
19

政
令
指
定
都
市
中
第
一
位
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
『
市
』
市
民
は

比
較
的
豊
か
な
生
活
を
営
み
、

余
裕
の
あ
る
時
間
で
読
書
等
文

化
を
享
受
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

次
回
は
、
宿
場
・
『
市
』
10

年
・
生
涯
教
育
な
ど
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
（
荒
川
、
篠
田
）

探
訪
コ
ー
ナ
ー
第
十
六
回

さ
い
た
ま
市

和
光
市
図
書
館
に

再
視
聴
施
設
設
置
へ

秩
父
特
別
講
演
会

菅
野
所
長

公
開
講
演
会

8
階
講
堂

オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス

公
開
講
座

心
理
学
の
学
び
方

熊
谷
で
サ
ロ
ン
と

意
見
交
換
会



２
月
９
日
（
木
）
、
午
後
13

時
よ
り
、
９
階
講
義
室
に
て

「
次
年
度
活
動
計
画
の
策
定
」

「
次
年
度
役
員
体
制
審
議
」

３
月
17
日
（
土
）
、
午
後
13

時
よ
り
、
９
階
講
義
室
に
て

「
サ
ー
ク
ル
年
次
総
会
」

◎
上
記
２
日
間
は
、
重
要
な

会
議
で
す
。
会
員
の
全
員
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

田
村
家
文
書

勉
強
会

２
月
４
日
（
土
）

2
月
18
日
（
土
）

2
月
14
日
（
火
）
定
例
勉
強

会
「
食
と
健
康
｝
女
子
栄
養

大
学
講
師
藤
井
江
利
子
先
生

3
月
13
日
（
火
）
年
度
総
会

Ｐ
Ｃ
楽
習
会
は
、
第
2
火
曜

日
を
除
く
毎
週
火
曜
日
開
催

2
月
7
日
（
火
）

13
時
30
分
～

3
月
6
日
（
火
）

13
時
30
分
～

場
所

9
階
第
1
講
義
室

今
年
も
や
り
ま
す

笑
顔
と
健
康
！

健
康
体
操
で
は
、
心
身
だ
け

で
な
く
心
も
若
く
美
し
く
を
モ
ッ

ト
ー
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

面
接
授
業
も
担
当
さ
れ
て
い

る
難
波
先
生
の
ご
指
導
で
す
の

で
、
保
健
体
育
の
単
位
も
取
得

で
き
ま
す
。

活
動
は
、
毎
週
火
曜
日
、
午

前
十
時
半
か
ら
十
二
時
ま
で
。

８
階
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
意

し
て
お
り
ま
す
。

公
開
読
書
会

２
月
14
日
（
火
）
午
前
10
時

～
12
時
会
場
９
階
第
5
講
義
室

講
師

黒
澤
英
典

（
武
蔵
大
学
名
誉
教
授
）

テ
キ
ス
ト

神
谷
美
恵
子
著
作

集
よ
り

「
こ
こ
ろ
の
旅
」

連
絡
先

（
嶋
崎
、
福
島
）

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

Ｙ
ｏ
ｕ
さ
い
た
ま

第
10
回
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
～

つ
な
が
る

ひ
ろ
が
る

未
来

を
つ
く
る
～

２
月
３
日
（
金
）
～
２
月
５
日

（
日
）

さ
い
た
ま
新
都
心
駅

か
ら
５
分
、
北
与
野
駅
よ
り
徒

歩
６
分
。
詳
細
は

埼
玉
県
男

女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
へ

お
屠
蘇
気
分
が
抜
け
な
い

う
ち
に
単
位
認
定
試
験
の
季

節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
い

つ
も
の
こ
と
な
が
ら
泥
縄
の

勉
強
を
と
焦
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
健
闘
を
祈
っ
て

い
ま
す
。

次
号
は
3
月
末
に
発
行
予

定
で
す
。
詩
歌
、
随
想
等
の

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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編
集
後
記

平
成
23
年
度

学
位
記
授
与
式

平
成
23
年
度
学
位

記
授
与
式
の
日
程
が

次
の
と
お
り
決
ま
り

ま
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

日
時

平
成
24
年
3

月
24
日
（
土
）

午
前
11
時
か
ら

場
所

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー

ル
（
東
京
都
渋
谷
区

神
南
2
の
2
の
１
）

平
成
23

年
度
埼

玉
学
習
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
奨
励

賞
授
与
式

日
時

平
成
24
年

3
月
25
日
（
日
）

午
前
11
時
か
ら

場
所

9
階

第
2
講
義
室

科
目
登
録
に
つ

い
て平

成
24
年
度
第
１

学
期
の
科
目
登
録
期

間
は
下
記
の
と
お
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。

忘
れ
ず
に
手
続
き
を

し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
4
学
期
間
連

続
で
科
目
登
録
を
し

な
か
っ
た
場
合
に
は
、

自
動
的
に
除
籍
と
な

り
ま
す
の
で
注
意
し

て
下
さ
い
。
ま
た
、

科
目
登
録
決
定
通
知

書
は
、
3
月
上
旬
に

本
部
か
ら
発
送
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
手
元
に
届
き
ま
し

た
ら
登
録
さ
れ
た
科

目
・
授
業
日
程
等
を

確
認
し
て
下
さ
い
。

科
目
登
録
申
請
期
間

郵
送
の
場
合

平
成
24
年
2
月
8
日

（
水
）
～
2
月
29
日

（
水
）
（
本
部
必
着
）

シ
ス
テ
ム
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ

Ｂ
Ａ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
）
の
場
合

平
成
24
年
2
月
8
日

（
水
）
～
3
月
1
日

（
木
）
18
時
ま
で

学
生
募
集

平
成
24
年
度
第
1

学
期
教
養
学
部
「
全

科
履
修
生
」
「
選
科

履
修
生
」
「
科
目
履

修
生
」
及
び
大
学
院

文
化
科
学
研
究
科

「
修
士
選
科
生
」

「
修
士
科
目
生
」
の

学
生
募
集
を
左
記
の

日
程
で
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
友
人
・

知
人
に
も
放
送
大
学

の
素
晴
ら
し
さ
・
学

ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
を

伝
え
、
一
緒
に
学
友

に
な
り
ま
せ
ん
か
？

出
願
期
間

平
成
24
年
2
月
29
日

（
水
）
ま
で

俳
句振

舞
の
一
つ
と
な
り
ぬ
冬
桜

十

詩

し
っ
と
り
と
露
の
帯
た
る
五
家
荘

安

代

年
の
瀬
や
夕
日
に
富
士
の
シ
ル
エ
ッ
ト保

子

お
正
月
深
呼
吸
し
て
襟
正
す

由

美

弦
月
の
杜
甫
も
李
白
も
酔
ひ
深
し

明

美

湯
の
た
ぎ
る
音
の
み
聞
こ
ゆ
る
寒
さ
か
な智

子

鷹
舞
ふ
や
イ
ム
ジ
ン
川
の
鉄
条
網

八
重
子

西
行
も
芭
蕉
も
行
け
り
冬
野
道

春

江

落
葉
敷
く
寺
の
奥
な
る
断
碑
か
な

光

娥

秩
父
路
や
森
に
隠
る
る
冬
の
月

と
く
江

川
柳

奏
楽
堂
か
ら

四
倉

光

コ
ン
サ
ー
ト
上
野
の
お
山
は
か
す
み
た
ち

コ
ン
サ
ー
ト
い
び
き
と
ホ
ル
ン
が
競
い
あ
い

詩
歌
・
川
柳

近
世
俳
諧
研
究
と
言
う
と
黴

臭
い
本
ば
か
り
読
ん
で
い
る
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

さ
に
あ
ら
ず
新
刊
本
も
読
ん
で

い
ま
す
。
二
冊
紹
介
し
ま
す
。

一
冊
目
尾
形
仂
『
国
文
学
論

集
』
角
川
学
芸
出
版
、
尾
形
仂

の
遺
稿
集
で
俳
文
学
関
係
ば
か

り
で
な
く
幅
広
く
国
文
学
研
究

の
多
岐
に
わ
た
る
論
文
集
で
す
。

｢

文
学
史
に
お
け
る
中
世
と
そ
の

時
代
区
分｣

は
大
変
興
味
深
い
。

二
冊
目
は
『
蕪
村
句
集
講
義
』

（
全
三
巻
）
平
凡
社
東
洋
文
庫
・

著
者
内
藤
鳴
雪
・
正
岡
子
規
・

高
浜
虚
子
・
河
東
碧
梧
桐
ほ
か
。

放
送
大
学
図
書
館
の
蔵
書
に
加

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

内
容
は
子
規
庵
で
『
蕪
村
句

集
』
を
明
治
三
十
一
年
一
月
十

五
日
か
ら
三
十
六
年
四
月
ま

で
の
輪
講
を
記
録
し
た
も
の
。

も
っ
と
解
り
易
く
言
う
と
、

例
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の｢

坂
の
上
の
雲｣

に
子
規
庵
の
様
子
が
時
々
映
っ

て
い
ま
し
た
。
鳴
雪
は
寄
宿
舎

の
舎
監
を
し
て
い
た
人
、
虚
子

は
清
ち
ゃ
ん
と
よ
ば
れ
て
い
た
。

子
規
著
『
病
牀
六
尺
』
を
合
わ

せ
て
読
め
ば
、
子
規
の
内
面
の

葛
籐
も
知
れ
る
と
い
う
も
の
で

す
。
病
床
の
子
規
を
囲
ん
で
の

学
習
会
の
様
な
も
の
で
大
変
お

も
し
ろ
い
。
夏
の
部
の
初
め
に

絹
着
せ
ぬ
家
中
ゆ
ゆ
し
き
更
衣

鳴
雪
氏
曰
く
。
「
以
前
封
建

の
世
に
在
っ
て
は
藩
々
に
於
い

て
節
倹
の
府
令
を
出
し
て
、
か

や
う
の
着
物
は
着
る
こ
と
は
出

来
ん
、
か
や
う
の
帯
は
結
ぶ
こ

と
は
出
来
ん
・
・
・
・

主
意
は
武
備
の
為
め
、
平
生
の

奢
侈
を
誡
め
た
も
の
で
、
此
実

事
さ
へ
知
っ
て
居
れ
ば
此
の
句

は
直
ち
に
解
す
る
事
が
出
来
る
。
」

と
あ
り
、
虚
子
・
子
規
も
大
方

同
意
し
経
済
的
節
検
を
理
由
に

更
衣
が
出
来
ぬ
と
解
し
て
い
る
。

子
規
後
現
代
に
至
る
ま
で
こ
の

解
を
踏
襲
し
子
規
の
力
は
大
な

り
。と

こ
ろ
で
私
解
を
申
せ
ば｢

生

衣
（
す
ず
し
の
き
ぬ
）
は
家
人

の
着
せ
ん
を
待
た
む
と
す
、
宿

醸
は
当
に
邑
老
を
招
い
て
酣
な

る
べ
し｣

菅
家
（
巻
四
・
二
五
）

が
蕪
村
の
構
想
の
出
典
で
は
な

い
か
と
考
え
た
。
意
は
配
流
の

地
、
旅
の
空
に
あ
っ
て
更
衣
一

つ
に
も
不
自
由
な
身
を
嘆
き
、

家
人
へ
の
慕
情
・
望
郷
の
句
と

考
え
。
風
雅
を
愛
す
る
蕪
村
が

経
済
的
理
由
だ
け
で
作
句
し
た

と
も
思
わ
れ
な
い
。

こ
の
『
蕪
村
句
集
講
義
』
は

雑
誌
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
に
掲
載

さ
れ
、
当
時
芭
蕉
一
辺
倒
の
俳

壇
に
蕪
村
の
特
質
性
を
明
ら
か

に
す
る
嚆
矢
と
な
っ
た
。

続
俳
諧
雑
記

榊
原
敏
子

投
稿
コ
ー
ナ
ー

日
々
好
日岡

里
順
子

某
月
某
日

文
京
学
習
セ
ン
タ
ー
で
の
面

接
授
業
を
受
講
し
て
の
帰
途
、

茗
荷
谷
駅
前
の
バ
ス
停
に
着
く

寸
前
に
大
塚
駅
行
き
の
バ
ス
が

発
車
し
て
し
ま
っ
た
。
次
の
バ

ス
が
来
る
ま
で
は
15
分
程
待
た

な
く
て
は
な
ら
な
く
、
夕
闇
の

雨
の
中
イ
ラ
イ
ラ
し
た
気
分
で

待
っ
て
い
た
時
、
小
学
校
４
・

５
年
生
位
の
少
年
が
や
っ
て
き

た
。
彼
は
、
私
と
目
が
合
う
と

ピ
ョ
コ
ン
と
頭
を
下
げ
て
く
れ

た
の
で
、
私
も
「
こ
ん
ば
ん
は
」

と
挨
拶
し
、
「
今
、
大
塚
行
き

の
バ
ス
が
行
っ
た
ば
か
り
ョ
」

と
少
年
に
話
し
か
け
る
と
、

「
僕
は
池
袋
行
き
に
乗
る
」
と

の
こ
と
だ
っ
た
。
間
も
な
く
池

袋
行
き
の
バ
ス
が
来
て
、
少
年

は
ま
た
ピ
ョ
コ
ン
と
頭
を
下
げ

て
バ
ス
に
乗
っ
た
。
発
車
し
た

バ
ス
の
窓
ガ
ラ
ス
の
向
こ
う
に

手
を
振
っ
て
い
る
少
年
の
姿
が

あ
っ
た
。

学
習
セ
ン
タ
ー
を
出
た
時
は
、

２
日
間
の
面
接
授
業
と
レ
ポ
ー

ト
書
き
で
疲
れ
て
い
た
身
も
心

も
い
つ
の
間
に
か
癒
さ
れ
、
ホ

ン
ワ
カ
と
し
た
気
持
ち
に
包
ま

れ
家
路
に
つ
い
た
。

某
月
某
日

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

帰
途
、
午
後
５
時
を
過
ぎ
た
Ｊ

Ｒ
大
宮
駅
の
ホ
ー
ム
は
通
勤
客

で
混
雑
し
て
い
た
。
シ
ル
バ
ー

シ
ー
ト
表
示
の
乗
車
口
で
電
車

を
待
っ
て
い
る
と
、
駅
係
員
の

誘
導
で
視
覚
障
碍
者
の
方
二
人

が
盲
導
犬
と
一
緒
に
私
の
後
に

並
ん
だ
。
新
宿
行
き
の
電
車
が

到
着
し
て
乗
客
が
降
り
る
と
、

ド
ア
の
両
側
で
待
っ
て
い
た
人
々

は
乗
降
口
を
空
け
て
、
列
の
最

後
尾
に
い
る
係
員
を
促
し
た
。

係
員
は
お
礼
を
言
い
な
が
ら
障

碍
者
と
盲
導
犬
を
電
車
内
へ
誘

導
し
、
最
敬
礼
を
し
て
降
り
て

行
っ
た
。
並
ん
で
い
た
人
た
ち

は
、
次
に
、
私
に
「
ど
う
ぞ
」

と
目
で
合
図
を
し
て
く
れ
た
の

で
、
好
意
を
受
け
乗
車
、
続
い

て
全
員
が
何
事
も
な
か
っ
た
よ

う
に
乗
車
し
て
電
車
は
発
車
し

た
。悲

惨
な
出
来
事
が
あ
っ
た
平

成
23
年
、
来
る
年
に
希
望
が
持

て
る
よ
う
な
年
の
瀬
の
風
景
だ
っ

た
。

サ
ー
ク
ル
案
内

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

高
山
和
彦
さ
ん

今
回
は
熟
年
会
の
副
代
表
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
も
活
躍
中
の
高
山

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

放
送
大
学
に
入
学
さ
れ
た
動
機
や
き
っ

か
け
は
。

定
年
退
職
後
の
生
き
甲
斐
と
し
て
、

在
職
中
に
は
出
来
な
か
っ
た
関
心
を
持
っ

て
い
た
分
野
の
勉
強
を
系
統
的
に
勉
強

し
て
み
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

長
ら
く
在
学
さ
れ
て
い
る
理
由
は
。

脳
力
、
体
力
の
続
く
限
り
マ
イ
ペ
ー

ス
で
勉
強
し
た
い
。
ま
た
、
サ
ー
ク
ル

活
動
を
通
し
て
沢
山
の
友
人
と
交
歓
を

続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
施
設
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
が
ど
ん
な
こ
と
を
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

精
神
障
碍
者
の
自
立
支
援
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

を
立
ち
上
げ
て
授
産
施
設
の
運
営
や
障

碍
者
と
の
傾
聴
・
触
れ
合
い
）
、
認
知

症
を
介
護
す
る
家
族
の
精
神
的
支
援
な

ど
で
す
。

福
島
原
発
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て

い
る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
が
。

原
発
技
術
者
だ
っ
た
の
で
事
故
の
展

開
が
良
く
理
解
で
き
る
し
、
そ
の
経
験

か
ら
事
故
の
収
束
に
寄
与
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。
今
後
の
廃
炉
に
向
け
た
作

業
で
大
勢
の
若
い
人
た
ち
が
作
業
の
上

で
被
曝
を
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
肉
体

的
に
放
射
線
に
鈍
感
に
な
っ
た
自
分
た

ち
高
齢
者
が
肩
代
わ
り
し
て
少
し
で
も

次
世
代
の
人
た
ち
の
被
曝
を
減
ら
し
た

い
（
放
射
線
に
対
す
る
過
敏
な
恐
れ
を

持
っ
て
い
な
い
）
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
は
退
役
技
術
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

集
ま
り
で
あ
る
一
般
社
団
法
人
「
福
島

原
発
行
動
隊
」
に
メ
ン
バ
ー
登
録
し
て

い
つ
で
も
原
発
に
応
援
に
入
れ
る
よ
う

に
準
備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
動
隊

の
中
で
原
発
に
関
す
る
技
術
や
情
報
の

収
集
分
析
を
担
当
し
て
い
る
。
行
動
隊

は
福
島
県
の
汚
染
地
域
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
や
除
染
作
業
な
ど
の
実
績
を
重
ね
て

廃
炉
に
向
け
て
技
術
的
支
援
や
実
際
の

高
線
量
下
作
業
が
で
き
る
よ
う
国
や
東

電
に
働
き
か
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
放

射
線
に
対
す
る
「
無
知
と
不
信
」
が
農

畜
産
物
や
被
災
地
の
瓦
礫
受
入
れ
の
拒

絶
な
ど
の
風
評
被
害
を
広
げ
て
い
る
が
、

放
射
線
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
広
げ

る
啓
蒙
活
動
も
続
け
て
い
ま
す
。

放
送
大
学
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
の

今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

勉
強
や
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け

た
い
気
持
ち
は
持
ち
続
け
て
い
る
が
、

原
発
事
故
の
収
束
に
使
命
感
と
生
き
甲

斐
を
見
出
し
、
こ
れ
に
全
精
力
を
傾
け

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
状
況
に
よ
っ

て
は
放
送
大
学
や
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
暫
く
休
む
こ
と
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
文
責

若
松
）

四
方
山
話よ

ろ
づ
屋

「
絆
・
津
波
て
ん
で
ん
こ
」

大
津
波
を
伴
っ
た
大
震
災
を
め

ぐ
る
人
々
の
助
け
合
い
が
、

「
絆
」
の
文
字
で
象
徴
さ
れ
て

い
る
。
一
方
明
治
の
大
津
波
で

甚
大
な
被
害
の
出
た
三
陸
地
方

に
は
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」

（
津
波
が
来
た
ら
、
何
事
に
も

構
わ
ず
各
自
が
て
ん
で
ん
ば
ら

ば
ら
に
急
い
で
高
台
へ
逃
げ
ろ
）

と
い
う
言
葉
が
あ
る
そ
う
だ
。

群
馬
大
の
片
田
教
授
ら
が
、

釜
石
市
の
小
中
学
生
に
対
し
て

8
年
間
続
け
て
き
た
防
災
教
育

で
は
、
「
君
た
ち
は
必
ず
逃
げ

て
く
れ
る
と
思
う
が
・
・
・
。

だ
か
ら
帰
っ
た
ら
僕
は
必
ず
絶

対
に
逃
げ
る
か
ら
お
母
さ
ん
も

逃
げ
て
ね
、
と
信
じ
て
く
れ
る

ま
で
言
う
ん
だ
！
」
と
教
育
し

た
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

今
度
の
津
波
で
は
釜
石
市
内
の

小
中
学
生
と
そ
の
親
た
ち
の
犠

牲
は
奇
跡
的
に
少
な
か
っ
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。

今
度
の
震
災
で
は
、
他
人
を

助
け
る
た
め
犠
牲
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
人
た
ち
も
少
な
く
な
い
。

そ
の
崇
高
な
行
動
に
は
敬
意
を

表
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
に
も
一

段
深
い
意
味
が
あ
り
、
家
族
が

お
互
い
を
信
じ
る
大
切
さ
も
教

え
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ

と
も
「
絆
」
が
現
し
て
い
る
。
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